
赤い羽根共同募金運動スタート！
　10月１日より赤い羽根共同募金運動が全国で一
斉スタートし、市内各地のイベントで募金活動が
行われました。今年は、市内の商業施設や希望郷
いわて国体会場、福祉交流まつり、障がい者福祉
まつりにおいて募金活動が行われ、地域の幼稚園
児や高校生、禅興会や民生児童委員協議会の皆さ
んに呼びかけていただき、たくさんの善意をいた
だきました。
　赤い羽根共同募金は、民間福祉事業を支援する
ため、社会福祉法により制度されている募金です。
皆さまから寄せられた募金は、「自分のまちをよく
するしくみ」として、約７割が市内全域で行われて
いるふれあいサロン事業、市内全体を対象とした
在宅介護者リフレッシュ事業、社協だよりの発行
などの地域福祉事業、社協各支部が行う地域福祉
事業展開のための費用に役立てられます。また、
残りの３割は、岩手県内のボランティア活動の助
成金や民間福祉施設の修繕整備費等に活用される
ほか、災害時のボランティア活動の資金として使
われます。
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この広報は共同募金の助成を受けて発行しております。



　台風第10号により、岩手県では河川の氾濫による死者、負傷者の人的被害や床上・床下浸水の住家被害が生じ、
県内では久慈市、宮古市、岩泉町に災害ボランティアセンターが設置され、被災された方々への支援が開始されました。
　被害の大きかった岩泉町災害ボランティアセンターの後方支援を、９月９日（金）から花巻市以南の岩手県内陸社協で行
う形となりました。当初は、被災した岩泉町は道路が寸断されており、岩泉町社協がある本部、盛岡市に近い小川サテラ
イト、宮古市に近い小本サテライトの３か所で災害ボランティアセンターの運営が行われ、被災した地域を支援しま
した。
　当社協は遠野市社協、平泉町社協、岩手県社協経営協青年会と協働して、宮古市に近い岩泉町役場小本支所（小
本津波防災センター）に岩泉町災害ボランティアセンター小本サテライトを開設。社協職員26名を延べ131日派遣
し、県内外から駆けつけたボランティアの皆さんと被災者を繋ぐ役割を担いました。
　10月12日（水）以降は小本サテライトの運営に宮古市、大船渡市、陸前高田市、住田町の各社協が加わったこと
で支援活動が進み、10月31日（月）には地域から挙がっていたニーズも収束してきたことから、小川・小本両サテ
ライトを統合し、11月１日からは岩泉町災害ボランティアセンター本部で、被災された方々の支援を進めながら、
地域での支え合い活動等を継続し展開しています。

岩泉町災害ボランティアセンター支援報告

一関のボランティアも活動しました開設当時の小本サテライト 県内外からかけつけたボランティアの皆さん！

１　募集期間　 平成29年3月31日まで
２　受入方法
　⑴現金の場合
　 ①一関市社会福祉協議会の最寄りの支部へお問い合わせください。
　　一関支部：23-6020　　花泉支部：82-4002　　大東支部：71-1177　　千厩支部：53-2885
　　東山支部：47-3238　　室根支部：64-3983　　川崎支部：43-4323　　藤沢支部：63-5122
　②現金書留による義援金の送付
　　〒021-0831　岩手県盛岡市三本柳8-1-3　社会福祉法人岩手県社会福祉協議会
　　 ※ 現金書留用封筒に「救助用郵便」と明記してください。郵便料金が免除されます。

　⑵振り込みの場合
　義援金受入口座

　岩手県共同募金会でとりまとめた義援金は、岩手県、日本赤十字社岩手県支部、岩手県共同募金会等で
構成される義援金配分委員会で決定し、被災者に配分します。
　皆さまのご協力をお願いいたします。

※１：岩手銀行の本・支店間の窓口からの
振込手数料、ゆうちょ銀行の本・支店及び
郵便局の窓口からの振替手数料は無料です。
※２：上記以外の他銀行からの振り込みや
ATM、ネットバンキング等を利用した場合
の振込手数料は有料です。

　平成28年8月30日に岩手県太平洋沿岸部に上陸した台風10号により、岩手県内では岩泉町をはじめ５市４
町３村で死傷者等の人的被害、家屋の流失、床上浸水・床下浸水等の被害が発生、災害救助法が適用されま
した。岩手県共同募金会では、この災害による被災者を支援することを目的に義援金の募集を行っています。

岩手県台風10号大雨等災害義援金を受け付けています

金融機関 支店名 口座番号 名　　義　　等

岩手銀行 本店 （普）2241853 社会福祉法人岩手県共同募金会岩手県台風10号大雨等災害義援金

ゆうちょ銀行 00130－2－387497 岩手県共同募金会
台風10号大雨災害義援金
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生活支援相談員からのお知らせ

お茶っこ交流会

　９月28日（水）、一関市保健センターにてママさん防災士の佐藤 美嶺さんを講師にお招きし、子育て×防
災セミナーを行いました。市内の親子15組の参加があり、災害時の知恵や備えについて学びました。
　子育て世代には必須である紙おむつの使い方や、簡易トイレの作り方など実際に体験したり、普段持ち
歩くママバックを応用し、非常時持ち出しバックにするなど日ごろから防災を意識し取り組める内容にメ
モを取りながら聞いている方もおりました。

我が子を守るには、ママが
自分で自分を守る自助が大事！

両手がつかえて便利だけど、
避難時はおんぶではなく抱っこして！

一関市子育てサロン、一関市ボランティアセンター合同企画

子育て×防災セミナー

　東日本大震災で被災し一関市内の公営住宅等に避難されている方々を対象に、毎月１回開催しています。
　茶話会のほかに月毎に催しを決めており、11月には「サロン交流会」として復興支援奥州ネットの活動に
参加している奥州市におられる内陸避難者の方々と小物づくりなどを行いました。

タオルを利用した小物づくりを通して交流を深めました みんなで記念写真

　陸前高田市思い出の品の『写真・物品の一覧』の貸出しを開始しました。震災で持ち主のわからなく
なった写真や物品がアルバムにまとめてあります。貸出しを希望される方は、下記問い合わせ先にご
連絡ください。

問い合わせ：２３－６０２０　担当：菊地、佐々木（平日 午前９時～午後５時）
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花泉支部

千厩支部

一関支部

大東支部

高校生が募金協力を呼びかける

ふれあいサロン活動展
「作品展」と「健康長寿ステージ」

笑顔あふれる じどうかんまつり

買い物に満足、にっこり笑顔

　10月２日（日）、花泉体育館で赤い羽根共同募
金のイベント募金を行いました。これは希望郷
いわて国体のバレーボール成年女子会場となっ
た当地で、花泉高等学校の生徒６名の協力をい
ただき取り組んだものです。生徒達は募金箱と
のぼり旗を持って来場者に呼びかけ、10,591円
の善意が集まりました。

　サロンで作った手芸
作品やリフォーム作品、
活動を紹介する壁新聞
等が展示された「ふれあ
いサロン作品展」は、10
月29日（土）～30日（日）
千厩町産業文化祭・文
化展部門に併せて開催しました。（千厩体育館）
　さすが！高齢者のアイデアいっぱいの力作が
所狭しと並んでいました。
　翌週11月５日（土）開催の「せんまや健康福祉
まつり・健康長寿ステージ」にはサロン団体も出
演し、日頃のサロン活動の成果を披露しました。

千厩農村環境改善
センターは拍手喝
采の渦！【楽しく・
気軽に・無理なく】
そんな活動が伝
わってくる、ふれ
あいサロン活動で
した。

　11月５日（土）、秋晴れのもと、真滝児童館利
用児童や地域の方々など約300名が参加して「じ
どうかんまつり」が開催されました。
　「じどうかんまつり」、「すいとんの振舞い」、「わ
たあめ食べ放題」などがあり、舞台では、児童館
利用児童によるダンスの披露のほか「リンゴの皮
むき大会」、「餅まき」があり、会場いっぱいに笑
顔があふれていました。

　10月12日（水）、14日（金）の２日間、町内の65
歳以上のひとり暮らし高齢者を対象に買い物ツ
アーを開催しました。両日合せて約60名が買い
物を楽しみました。
　車中では、参加者同士が何を買うか、お昼は
何を食べるかなどの話で盛り上がっていました。
　店内では、量り売りの惣菜コーナーで多種多
様な惣菜の多さに驚きながらも、思い思いにパッ
クに詰めていました。また、カゴいっぱいに、
ぶどうや柿、みかんなどを買い、秋を満喫する
様子がうかがえました。
　参加者は、「自分で見て買い物できることが嬉
しい」「みんなと一
緒に出かけて買い
物したり、食事を
したりすることが
でき楽しい」など
と話していました。
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一関市社会福祉協議会には、８つの支部があります。支部通信では、
それぞれの支部の取り組みなどについてご紹介します。

室根支部

藤沢支部

東山支部

川崎支部

「金融犯罪から地域を守ろう」
～だれもが 安心して暮らせるように～

福祉交流まつりでイベント募金

シニアのためのタブレット教室

工房てんとう虫に、念願の新車

　９月27日（火）、第14回室根地域づくり講演会
が室根保健センターを会場に開催され、約60人
が聴講しました。
　講師に岩手県銀行協会常務理事の菊池芳泉氏
を迎え「金融犯罪から地域を守ろう」と題し、最
近の金融犯罪の手口と騙されて悲しい思いをす
ることのないように、その対策について金融の
プロの視点で講演いた
だきました。
　今年は、室根でも詐
欺又は詐欺につながる
と思われる電話が数件
あり、金融犯罪につい
て関心が高まってきて
いることから、聴講者
は皆興味深く聴いてい
ました。操作説明を受けながらタブレットを操作する受講生

　藤沢支部の福祉交流まつりは11月５日（土）か
ら２日間にわたり「平成28年度明日を築く藤沢
町産業福祉文化祭」の福祉部門として開催しま
した。初日は天候に恵まれ、日頃より地域福祉
に関心をお寄せいただいている各種団体が集い、
祭りを通して交流しました。赤い羽根募金コー
ナーでは、藤沢中学校生徒会と藤沢町民生児童
委員協議会の皆さんが募金の呼びかけ、風船の
無料配布などを行い、来場された方々から総額
10,574円のご協力をいただきました。

　10月13日（木）、一関市シニア活動プラザ主催
の「タブレット教室」が、東山保健センターで開
催されました。
　今回の教室には、ドコモショップ一関東店の
前田岳志さんを講師に迎え、老人クラブを中心
に募集した東山地域の11人が受講しました。
　受講者は、実際にタブレットを操作して、カ
メラ操作やインターネット検索など、基本的な
操作や用語を習得しました。

　赤い羽根共同募金の助成をうけ、特定非営利
活動法人アートで明るぐ生ぎるかわさきが運営
している地域活動支援センター「工房てんとう
虫」に、軽自動車１台が納車されました。10月11
日（火）に川崎農村環境改善センター前で、新車
が関係者に披露されました。開所から使用して
いた車両は10年以上と古くなっており、「念願が
叶った。これから永く大切に使いたい」と、利用
者からも大変喜ばれていました。
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いします。
▶福祉サービスの情報提供、相談
▶ 福祉サービスの利用の申込、契約
手続きの代行・代理など
▶福祉サービスの利用料金の支払い
▶ 福祉サービスの苦情を解決する
ための手続き

計画的なお金の
やりくりをしたい

通帳を誰かに管理
してもらいたい

私
わたし

たち、社
し ゃ

会
か い

福
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か い

がお手
て

伝
つ だ

いします！
ご本人、ご家族の他、どなたからのご相談もお受けします。
ご相談は無料ですので、まずは、ご相談ください。

福祉サービス利用の
手伝いをして欲しい

社会福祉協議会（専門員・生活支援員）

サービス内容について

　認知症高齢者・知的障がい者・精神障がい者など判断能力が不十分な方で、契約内容について判断できる能力を有し
ていると認められる方が対象です。※ 手帳を持っていない方、ご自宅以外での生活をしている方でも、ご利用可能です。
サービスの利用料金はいくらかかるの？
＊ご相談や支援計画にかかる費用は、無料です。＊ サービスは有料です。ただし、生活保護を受けている方は、無料です。

利用対象者について

援　助　内　容 利　　　用　　　料
▶福祉サービスの利用援助
▶日常的金銭管理サービス
▶書類等預かりサービス

１時間（１単位）あたり　1,300円
※１時間を超えた場合は、１時間ごとに650円（0.5単位）を加算。
※ただし、30分以上１時間未満は１時間とみなす。

毎日の生活の中で
このような不安は
ありませんか？

　心配ごと相談所では、皆さ
んの身近な心配ごと・悩みご
とについて、経験豊富な相談
員が丁寧にお話を伺い、問題
解決へ向けて協力・援助を行
います。相談料は無料です。
お聞きした相談内容、個人情
報は守ります。お気軽にご連
絡ください。

【通常相談】　毎週木曜日　午前10時から午後３時
12月……１日、８日、15日、22日 2月……２日、９日、16日、23日
  1月……５日、12日、19日、26日 3月……２日、９日、16日、23日、30日
［会場、問い合わせ］
一関市総合福祉センター　（問い合わせ：２３－６０２０）
【移動相談】　※事前予約が必要です。
毎月第２金曜日　午前10時から午後３時
12月９日、１月13日、２月10日、３月10日
［会場、問い合わせ］ 
 花泉  花 泉 総 合 福 祉 セ ン タ ー （問い合わせ：８２－４００２）
 大東  大 東 保 健 セ ン タ ー （問い合わせ：７１－１１７７）
 千厩  千厩農村勤労福祉センター （問い合わせ：５３－２８８５）
 藤沢  一関市社会福祉協議会藤沢支部 （問い合わせ：６３－５１２２）

12月～3月　日程
心配ごと
相談所

◎日
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て
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▶ 年金及び福祉手当の受け取りに
必要な手続き
▶ 医療費及び公共料金等の支払い
手続き
▶預貯金の出し入れなどの手続き

◎書
しょ

類
るい

等
とう

預
あず

かりサービス
大
たい

切
せつ

な印
いん

鑑
かん
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全
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ば

所
しょ

でお預
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かりします。
▶保管を希望する重要な書類など
（例） ・預貯金通帳、印鑑
　　 ・ 証書（年金証書、保険証書、
　　　 契約書など）
　　 ・マイナンバー通知カード

問い合わせ：２３－６０２０
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　高等学校、大学（短大、専修学校の専門課程を含
む）、高等専門学校の就学費用を貸し付けするもの
です。教育支援費（授業料等）と就学支度費（入学金
や制服代等）の２種類があります。
　合格前でも願書や受験票の写しを添付すること
で申込みが可能です。申請から交付まで１か月ほ
ど要しますので、余裕をもってご相談ください。
【ご利用いただける世帯】
　一定の所得額以下の低所得世帯で、必要な資金
の融通を他から受けることが困難な世帯。（母子・
父子・寡婦福祉資金や日本学生支援機構奨学金等
の利用が優先）
　ほかにも要件がありますので、お問い合わせく
ださい。
【相談先】
　一関市社会福祉協議会地域福祉課または最寄り
の支部までお気軽にご相談ください。

【返済】　・措置期間：卒業後６か月以内
　　　　・返済期間：20年以内
　　　　・貸付利子：無利子
※生活福祉資金制度は、教育支援資金のほかにも低所得
世帯、障がい者世帯及び高齢者世帯に対し、経済的自立
と安定した生活を確保するため、必要な資金の貸し付け
を行っています。

【自立相談Ｑ＆Ａ】
Ｑ１．誰でも相談できますか？
Ａ１．原則として、生活保護を
受けていない一関市と平泉町在
住の方で経済的にお困りの方な
ら、どなたでも相談できます。
Ｑ２．窓口でお金を貸してくれ
るのですか？
Ａ２．この相談窓口での貸付や
給付はありません。就職活動や
債務整理などを専任の相談員と
一緒に行っていきます。
Ｑ３．就職を斡旋してくれます
か？
Ａ３．窓口で仕事は斡旋してい
ませんが、ハローワーク等の就
労支援機関と連携し、専任の相
談員と一緒に仕事を見つけてい
きます。

生活困窮者 自立相談支援センター のご案内
　平成27年４月より生活困窮者自立支援法施行にあたり、「いちのせき生活困窮者自立相談支援センター」
を一関市社会福祉協議会に開設しています。
　お金のこと、お仕事のこと、生活に困ったときは、お気軽にご相談ください。自立したいという気持ち
を大切にし、生活がいい方向に安定していけるように一緒に考えていきます。

家賃が払えない

どこに相談していいか
わからない

仕事が見つからない

お金がない
借金が多い

家族が引き
こもっている

相　

談

相
談
を
受
け

て
支
援

ハローワーク 若者サポート
ステーション

医療・福祉
関係機関 行政機関 行政区長

民生委員

資金の種類 貸 付 限 度 額 等

教
育
支
援
資
金

教　育
支援費

高校　月35,000円以内 一定の要件に該当
する場合、限度額
を1.5倍とすること
が可能です。

高専　月60,000円以内
短大　月60,000円以内
大学　月65,000円以内

就　学
支度費 500,000円以内 利用は入学時に限

ります。

教育支援資金（生活福祉資金）のご案内

生生

心配なこと、不安なことをお聴きして、
相談者と一緒に考えます。一人ひとりに
合わせて支援計画を立てます。

内内

センター」

自立相談支援センター

連
携

相談者

連
携

連
携

連
携

連
携

問い合わせ：２３－６０２０　（平日 午前８時30分～午後５時）

問い合わせ：地域福祉課…23-6020
　　　　　　一関支部…23-6020　花泉支部…82-4002　大東支部…71-1177　千厩支部…53-2885
　　　　　　東山支部…47-3238　室根支部…64-3983　川崎支部…43-4323　藤沢支部…63-5122
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ホームページに関する
お問い合わせ先

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ
http://www.ichinoseki-shakyo.com/     E-mail : info@ichinoseki-shakyo.com

本　　部
JAいわて平泉葬祭センター様 44,500 円

真柴字荒屋敷 石　井　克　雄様 米３袋

一関支部
弥栄字石名坂 小野寺　清　浩様 100,000 円

花泉支部
油島字日向平 佐　藤　春　雄様 100,000 円

昭和21年度老松小学校卒業生一同様 40,000 円
老松字日向前 佐　藤　勝　雄様 50,000 円
金沢字南町 及　川　睦　夫様 100,000 円

大東支部
大原字立町 足　利　有　一様 50,000 円
大原字立町 勝　部　好　子様 50,000 円
猿沢字町方 菅　原　　　一様 50,000 円
沖田字小林 小　山　光　子様 100,000 円
曽慶字和野 菊　池　紀　一様 50,000 円
中川字川又 下川原　キハ子様 50,000 円
猿沢字七ツ森 及　川　喜世美様 50,000 円
中川字久保田 佐　藤　建　二様 50,000 円
猿沢字小向 菊　地　満津枝様 50,000 円

大東芸術文化協会摺沢支部
支部長　小　原　松　一様 50,000 円

沖田社交ダンスサークルスイトピー
代表　佐　藤　秀　子様 5,000 円

元退職公務員連盟東磐井支部様 18,000 円
渋民字小林 菊　池　岸　男様 50,000 円

一関市ゲートボール協会大東支部
支部長　及　川　忠　之様 30,758 円

大原字高森 加　賀　裕　志様 50,000 円
沖田字西ノ沢 小　山　建　夫様 10,000 円

曽慶婦人会　　　　　　
代表　小　山　ケ　イ様 10,000 円

大原字立町 小　山　すみ子様紙オムツ102枚
紙パンツ158枚

尿とりパッド703枚
防水シート９枚
おしりふき３個

大原字山吹 菊　池　成　一様 紙オムツ34枚
紙パンツ９枚

尿とりパッド69枚
防水シート10枚

千厩支部
千厩字久保田 熊　谷　正　一様 50,000 円
小梨字田中 遠　藤　智　江様 50,000 円
千厩字町 小野寺　金　悦様 50,000 円
千厩字新山 故千葉房子様ご家族様 50,000 円
千厩字北方 佐　藤　麗　子様 50,000 円
千厩字駒ノ沢 金　今　登美子様 50,000 円
奥玉字梨ノ木洞前 千　葉　正　行様 50,000 円
奥玉字入山沢 武　者　昭　宏様 30,000 円

元退職公務員連盟東磐井支部様 18,000 円
小梨字落合 小　山　英　明様 50,000 円

第６区自治会にこにこサロン様 5,000 円

東山支部
田河津字紙生里 山神社丸木集落奉納演芸会　

実行委員長　那須野　元　弘様 30,000 円
元退職公務員連盟東磐井支部様 18,000 円

室根支部
矢越字柄杓田 千　葉　　　東様 50,000 円
矢越字矢越 小　山　晃　弘様 50,000 円
折壁字中西 熊　谷　恭　一様 30,000 円
折壁字聖沢 千　葉　和　博様 50,000 円
折壁字新舘前 藤　代　美津子様 10,000 円
津谷川字浮野 畠　山　友　和様 30,000 円
折壁二丁目 千　葉　紀　幸様 100,000 円

元退職公務員連盟東磐井支部様 18,000 円
折壁字聖沢 千　葉　孝　則様 50,000 円
折壁字天神下 佐　藤　　　守様 30,000 円
津谷川字竹野下 及　川　　　豊様 50,000 円

川崎支部
門崎字千手堂 小野寺　美代子様 30,000 円
薄衣字鴨地 高　橋　榮　子様 100,000 円

元退職公務員連盟東磐井支部様 18,000 円

藤沢支部
黄海字上中山 菅　原　とも子様 30,000 円
黄海字川口沖 膝　館　一　章様 100,000 円

藤沢町芸術文化協会　　
代表　藤　沢　　　誠様 20,000 円

徳田字唱石 千　田　　　博様 100,000 円
砂子田字新田 菅　原　三千司様 50,000 円
藤沢字町 及　川　成　一様 100,000 円

元退職公務員連盟東磐井支部様 18,000 円

お詫び
　「社協だより第40号」において、掲載内容に記載漏れがありました。謹んでお詫び申し上げます。
・３ページ　 第11回　一関市社会福祉大会被表彰者　６．福祉事業への寄附
　　　　　　（２）福祉事業への寄附　団体　一関支部　一関茶道会
・８ページ　まごころ寄附　本部　一関華道協会様　140,753円

まごころ寄附の使いみち
　皆様からいただいたまごころ寄附は、心配ごと相談所事業、一人暮らし高齢者の集い事業の事業費
の一部に使われるほか、「小地域福祉推進事業（地区福祉活動推進協議会等への助成）」「ふれあい
サロンへの助成」「ボランティア事業」など、地域福祉を推進するための貴重な財源となっております。

♥ 平成28年９月から平成28年10月末までに、市民の皆様からご寄附がありました。まごころ寄附
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